
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

決
算
は
収
入
６
４
５
万
円
で

２
０
２
４
年
度
へ
の
繰
越
金
は

３
６
２
万
円
。
事
業
計
画
と
し

て
、
交
通
・
労
災
事
故
防
止
大

会
や
道
路
清
掃
な
ど
の
実
施
を

挙
げ
た
。
予
算
は
６
４
２
万

円
。

（
ダ
シ
ル
バ
・
サ
ミ
ー
）

さ
つ
。
総
会
の
最
後
に
は
、
長

年
の
協
力
に
対
し
て
支
部
会
員

へ
感
謝
を
伝
え
た
。

川
島
氏
は
「
49
歳
と
若
輩
者

で
は
あ
る
が
、
先
輩
方
の
力
を

お
借
り
し
て
支
部
長
と
し
て
精

い
っ
ぱ
い
務
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。
ま
た
、
本

部
の
高
橋
正
樹
事
務
局
長
が
あ

し
い
が
、
皆
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
乗
り
越
え
た
い
」
と
あ
い

群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
大

泉
支
部
は
４
月
26
日
の
総
会
で

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を

行
い
、
支
部
長
を
４
期
８
年
務

め
た
若
旅
和
守
氏
が
退
任
し
、

新
た
に
川
島
和
幸
氏
（
49
、
三

蔵
）
の
就
任
を
決
定
し
た
。

若
旅
氏
が
「
円
安
の
影
響
な

ど
で
燃
料
価
格
の
高
騰
が
続
く

と
み
ら
れ
る
。
社
会
情
勢
は
厳

強
化
し
た
い
。
３
期
目
に
入

り
、
更
に
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

決
算
は
収
入
１
７
８
万
円

で
、
24
年
度
に
19
万
円
を
繰
り

越
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
各

種
研
修
活
動
の
ほ
か
、
１
泊
も

し
く
は
１
日
研
修
の
開
催
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。
地
域
福
祉

活
動
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
回
収
と
売
却
費
の
寄

付
、
春
と
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
に
合
わ
せ
た
支
部
管
内
警

察
署
へ
の
生
花
贈
呈
活
動
な
ど

を
行
う
。
予
算
は
１
３
０
万

円
。

（
佐
々
木
健
）

総
会
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
い
、
土
屋
明
子
部

長
（
59
、
清
野
運
送
）
ら
正
副

部
長
全
員
の
留
任
を
決
め
た
。

２
０
２
４
年
度
事
業
で
は
「
２

０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
を

軸
に
、
研
修
会
な
ど
で
情
報
交

換
を
密
に
し
て
い
く
。

土
屋
氏
は
「
支
部
青
年
部
や

ロ
ジ
研
と
の
合
同
研
修
、
他
支

部
女
性
組
織
と
の
情
報
交
換
を

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
多
摩

支
部
の
女
性
部
は
４
月
24
日
の

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
話
し
て
い
る
。

い
く
同
業
者
の
仕
事
を
見
極
め

て
、
い
か
に
吸
収
し
て
い
く
か

ら
、
年
２
％
増
を
目
安
に
継
続

し
て
交
渉
す
る
。
同
時
に
従
業

員
の
給
与
も
２
～
３
％
の
幅
で

上
げ
て
い
く
」

拠
点
の
拡
充
も
引
き
続
き
行

う
。
今
後
、
千
葉
営
業
所
（
千

葉
県
九
十
九
里
町
）
、
市
貝
営

業
所
（
栃
木
県
市
貝
町
）
な
ど

既
存
３
拠
点
を
計
十
数
億
円
掛

け
て
広
げ
、
危
険
物
倉
庫
や
一

般
物
倉
庫
を
建
て
る
。

小
野
氏
は
「
密
度
の
濃
い
配

送
・
保
管
網
を
敷
け
ば
、
帰
り

荷
を
付
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
１
台
当
た
り
の
稼
ぎ
が

多
く
な
る
。
そ
の
結
果
が
営
業

利
益
率
10
％
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

自
画
自
賛
だ
が
、

物
流
・
運
送
業
界

で
営
業
利
益
率
10

％
は
あ
ま
り
聞
い

た
こ
と
が
な
い
。

そ
の
維
持
に
向
け

て
は
、
廃
業
し
て

主
と
交
渉
し
て
要
望
を
実
現
。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
庫
内
作
業
員
の

働
き
方
を
改
善
し
て
い
る
。

「
24
年
問
題
は
既
に
ク
リ
ア

し
て
い
る
。
運
賃
交
渉
で
も
理

解
を
得
ら
れ
て
い
る
が
、
物
価

の
上
昇
傾
向
は
続
く
だ
ろ
う
か

て
い
き
た
い
。
現
況
を
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
て
い
る
」
と
説
明
す

る
。配

送
後
に
荷
主
の
軒
先
で
、

翌
日
配
送
す
る
荷
物
を
積
み
込

む
た
め
の
待
機
時
間
が
発
生
し

て
い
て
非
効
率
だ
っ
た
こ
と
か

ら
夕
積
み
を
朝
積
み
に
し
て
も

ら
っ
た
ほ
か
、
土
曜
日
の
配
送

を
な
く
し
て
も
ら
う
な
ど
、
荷

す
る
同
業
者
の
仕
事
の
引
き
継

ぎ
依
頼
が
増
え
て
い
る
。
特
殊

な
荷
物
で
も
あ
り
、
当
社
の
評

判
を
聞
い
た
荷
主
の
同
業
者
、

金
融
機
関
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
頂
く
。

国
内
市
場
は
縮
小
傾
向
だ
と
は

思
う
が
、
廃
業
し
て
い
く
運
送

事
業
者
の
仕
事
の
受
け
皿
と
な

り
、
売
上
高
を
堅
調
に
伸
ば
し

「
面
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

す
と
と
も
に
、
危
険
物
の
配
送

・
保
管
、
産
業
廃
棄
物
処
理
な

ど
、
一
般
的
な
運
送
事
業
者
で

は
容
易
に
扱
え
な
い
特
殊
な
荷

物
を
メ
イ
ン
カ
ー
ゴ
に
し
て
い

る
こ
と
も
同
社
の
強
み
と
な
っ

て
い
る
。

小
野
氏
は
「
『
２
０
２
４
年

問
題
』
も
あ
り
、
近
年
は
廃
業

そ
の
後
、
県
が
推
進
す
る
高

校
生
ヘ
ル
メ
ッ
ト
事
業
の
モ
デ

ル
校
に
選
ば
れ
た
高
校
10
校
の

認
定
式
を
実
施
。
石
塚
氏
は

「
ぜ
ひ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す

る
格
好
良
さ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流

サ
イ
ト
）
な
ど
で
発
信
し
て
ほ

し
い｣

と
呼
び
か
け
高
校
の
代

表
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
手
渡
し

た
他
に
も
福
田
氏
ら
か
ら
認

定
証
と
自
転
車
後
部
に
貼
付

ち
ょ
う
ふ

す

る
ス
テ
ッ
カ
ー
も
贈
ら
れ
た
。

福
田
氏
は
、
栃
木
県
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
率
が
13
・
２
％
と

全
国
平
均
に
比
べ
て
低
い
こ
と

に
触
れ
、
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
交

通
事
故
時
の
致
死
率
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。
着
用
の
輪
を

広
げ
て
ほ
し
い｣

と
あ
い
さ
つ


ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た

代
表
生
徒
は
「
校
内
で
着
用
が

定
着
し
て
き
て
い
る
。
『
自
転

車
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
１
セ
ッ

ト
』
と
他
校
の
学
生
や
大
人
に

も
広
め
て
い
く
」
と
宣
言
し

た
。

（
宮
崎
茉
里
奈
）

ト
着
用
を
努
力
義
務
と
す
る
県

条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
同
年
か
ら
対
象
を
高
校
生
に

し
、
寄
贈
を
続
け
て
い
る
。
ヘ

ル
メ
ッ
ト
は
、
県
内
自
転
車
プ

ロ
チ
ー
ム
「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ

ェ
ン
」
協
力
の
下
、
ス
ポ
ー
テ

ィ
ー
な
モ
デ
ル
を
選
ん
だ
。

寄
贈
式
で
、
石
塚
会
長
が

「
街
中
を
見
て
も
、
依
然
と
し

て
自
転
車
運
転
者
全
員
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
も
寄
贈
を
続

け
、
交
通
事
故
か
ら
命
を

守
っ
て
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
。
福
田
富
一
知
事
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
手
渡
し
、
感

謝
状
を
受
け
取
っ
た
。

栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
石

塚
安
民
会
長
）
は
４
月
24
日
、

高
校
生
の
安
全
な
自
転
車
通
学

に
向
け
、
県
に
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
６
５
０
個
を
寄
贈
し

た
。
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

推
進
モ
デ
ル
校
を
中
心
に
、
高

校
生
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

広
め
て
い
く
。

２
０
０
９
年
か
ら
毎
年
、
高

齢
者
向
け
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
贈

っ
て
い
た
。
22
年
に
ヘ
ル
メ
ッ

研
修
で
は
、
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
改
正
内
容
と
と
も

に
、
荷
主
対
策
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

（
佐
々
木
健
）

繰
り
越
し
た
。
事
業
計
画
で
は

三
組
織
の
連
携
を
強
化
し
、
合

同
研
修
会
を
開
催
す
る
。
予
算

は
１
４
２
万
円
。

と
し
た
。
今
更
と
い
う
声
も
あ

る
と
思
う
が
、
運
賃
値
上
げ
を

達
成
で
き
た
事
業
者
は
ま
だ
少

数
だ
。
こ
れ
か
ら
値
上
げ
や
労

働
力
確
保
で
成
果
を
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
改
善
を
継
続

し
よ
う
」
と
述
べ
た
。

同
支
部
の
笠
原
史
久
支
部
長

は
「
４
月
に
な
っ
た
が
、
何
か

が
急
激
に
変
わ
る
わ
け
で
は
な

く
、
更
に
改
正
改
善
基
準
告
示

に
対
応
し
き
れ
な
い
会
員
が
多

数
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
。
荷
主
に
理
解
を
訴
え
、
改

善
を
進
め
る
し
か
な
い
」
と
述

べ
た
。

23
年
度
決
算
は
収
入
１
３
４

万
円
で
、
今
年
度
に
68
万
円
を

研
、
青
年
部
、
女
性
部
）
合
同

研
修
会
を
開
催
し
た
。
総
会
で

は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
行
い
、
松
本
部
長
（
51
、
豊

運
輸
）
ら
全
役
員
の
留
任
を
決

め
た
。

松
本
氏
は
「
今
回
、
研
修
テ

ー
マ
を
『
２
０
２
４
年
問
題
』

会
（
松
本
英
孝
部
長
）
は
４
月

24
日
、
総
会
と
三
組
織
（
ロ
ジ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
多
摩

支
部
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究

を
取
り
そ
ろ
え
て
顧
客
の
要
請

に
応
え
て
い
る
が
、
「
２
０
２

４
年
問
題
」
へ
の
対
応
を
に
ら

ん
で
２
台
の
増
車
を
計
画
中
。

設
備
投
資
に
要
す
る
費
用
を
賄

う
た
め
、
「
運
賃
の
更
な
る
値

上
げ
に
向
け
て
動
い
て
い
く
」

（
大
澤
社
長
）
と
し
て
い
る
。

（
沢
田
顕
嗣
）

物
油
脂
の
輸
送
事
業
を
手
掛
け

て
い
る
同
社
は
、
54
台
の
車
両

を
改
善
。
利
益
を
還
元
す
る
こ

と
で
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
度
）

を
高
め
る
の
が
狙
い
だ
。

２
０
２
４
年
４
月
期
の
業
績

は
前
の
期
比
で
売
上
高
が
10
％

増
、
純
利
益
は
２
倍
で
着
地
し

た
。
15
％
の
運
賃
値
上
げ
が
寄

与
し
た
も
の
で
、
増
益
分
は
基

本
的
に
給
料
を
引
き
上
げ
る
た

め
の
原
資
に
充
て
る
構
え
。

ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
動
物
・
植

ト
ー
レ
イ
輸
送
（
大
澤
剛
社

長
、
東
京
都
江
戸
川
区
）
は
、

従
業
員
の
給
料
を
４
月
分
か
ら

10
％
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
。
大

手
企
業
を
中
心
に
賃
上
げ
の
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
て

ド
ラ
イ
バ
ー
ら
全
社
員
の
待
遇

藤
原
拓
也
校
長
は
「
一
日
も

早
く
学
校
に
慣
れ
て
、
Ｋ
Ｊ
Ｓ

を
大
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
、
①
あ
い
さ
つ
を
す
る

②
友
達
に
な
る
③
生
活
の
ル
ー

ル
を
守
る


を
お
願
い
と
し

て
挙
げ
た
。

在
校
生
代
表
と
し
て
、
23
年

４
月
に
入
学
し
た
３
期
生
の
ハ

ー
シ
ュ
・
ラ
ト
ナ
ヤ
ケ
さ
ん

（
27
、
ス
リ
ラ
ン
カ
）
は
「
入

学
当
時
は
日
本
語
を
ほ
と
ん
ど

話
せ
な
か
っ
た
が
、
１
年
が
経

っ
て
あ
る
程
度
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
皆
さ
ん
も
早
く
日
本

に
慣
れ
て
、
日
本
人
の
友
達
も

多
く
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
呼
び
掛

け
た
。
ハ
ー
シ
ュ
さ
ん
は
来
春

の
卒
業
後
に
は
、
自
動
車
整
備

関
係
の
専
門
学
校
に
入
学
す
る

予
定
と
い
う
。

同
校
の
場
合
、
４
月
の
入
学

生
は
２
年
間
で
、
10
月
の
入
学

生
は
１
年
半
で
の
卒
業
と
な

る
。
今
春
に
は
初
の
卒
業
生
４

人
が
誕
生
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
就
職
や
進
学
の
道
に
進
ん
で

い
る
。
同
校
で
は
近
い
将
来
、

特
定
技
能
の
留
学
生
を
対
象
に

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

就
職
で
き
る
仕
組
み
を
準
備
し

て
い
る
と
い
う
。

（
谷
本
博
）

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

入
学
式
で
、
穐
山
理
事
長
が

「
本
校
も
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た

昨
秋
以
降
、
多
く
の
新
入
生
を

迎
え
入
れ
て
お
り
、
今
回
も
予

定
通
り
の
人
数
と
な
っ
た
。
入

学
生
は
１
年
半
～
２
年
間
学
ん

だ
後
、
地
元
な
ど
の
企
業
で
働

く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

常
時
１
０
０
人
の
在
校
生
と
な

る
規
模
を
目
標
と
し
て
い
る
」

と
期
待
を
込
め
た
。

加
須
市
の
角
田
守
良
市
長
は

「
加
須
市
で
の
生
活
は
多
く
の

人
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

で
、
安
心
し
て
勉
強
し
て
ほ
し

い
。
健
康
で
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。
加
須
市
商
工
会
の
真
中
紀

会
長
は
「
穐
山
社
長
は
日
本
の

将
来
の
人
口
減
少
を
見
越
し

て
、
か
ね
て
海
外
か
ら
人
材
を

招
く
構
想
を
持
っ
て
い
た
。
雇

用
の
前
提
と
な
る
の
が
日
本
語

の
理
解
力
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
も
当
校
の
意
義
は
大
き
い｣

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た


回
は
そ
れ
に
次
ぐ
規
模
の
入
学

数
と
な
っ
た
。

聴
講
生
３
人
を
含
め
た
21
人

の
国
別
の
内
訳
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
12
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
４

人
、
ネ
パ
ー
ル
と
ブ
ラ
ジ
ル
が

２
人
ず
つ
、
ベ
ト
ナ
ム
１
人
。

在
校
生
46
人
を
含
め
、
生
徒
は

67
人
と
な
っ
た
。

盛
運
で
は
、
自
社
の
ほ
か
グ

ル
ー
プ
企
業
の
彩
北
自
動
車
整

備
工
場
（
穐
山
社
長
、
同
市
）

で
か
ね
て
技
能
実
習
生
と

し
て
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か

ら
研
修
生
を
採
用
し
て
い

る
が
、
「
２
年
間
、
日
本

に
い
て
も
日
本
語
を
ろ
く

に
話
せ
ず
に
母
国
へ
帰
る

研
修
生
が
ほ
と
ん
ど
。
せ

っ
か
く
日
本
で
生
活
す
る

以
上
、
あ
る
程
度
日
本
語

を
覚
え
て
ほ
し
い
」
（
穐

山
社
長
）
と
す
る
考
え

が
、
日
本
語
学
校
を
設
立

盛
運
（
埼
玉
県
羽
生
市
）
の

穐
山
正
明
社
長
が
理
事
長
を
務

め
る
「
Ｋ
Ｊ
Ｓ
東
京
日
本
語
学

校
」
（
加
須
市
）
の
春
季
入
学

式
が
４
月
25
日
に
開
か
れ
、
５

期
生
21
人
が
入
学
し
た
。
２
０

２
２
年
４
月
に
第
１
期
生
を
迎

え
入
れ
た
同
校
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
明
け
と
な
っ

た
23
年
10
月
の
秋
季
入
学
式

で
、
過
去
最
多
と
な
る
44
人
の

留
学
生
が
入
学
し
て
お
り
、
今

剛
（
北
進
重
機
）
▽
宮
崎
安
章

（
群
北
運
輸
）

（
ダ
シ
ル
バ
・
サ
ミ
ー
）

（
浅
貝
運
輸
）
▽
新
井
健
斗

（
阿
久
津
運
送
）
▽
松
本
卓
也

（
関
東
隆
商
運
輸
）
▽
小
野
里

ど
あ
る
が
、
貴
重
な
時
間
を
使

っ
て
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
っ

た
。
新
任
さ
れ
た
方
も
青
年
部

で
会
議
を
し
た
り
、
交
流
を
通

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
社
業
発
展
に

役
立
て
て
も
ら
え
た
ら
。
19
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と

語
っ
た
。

新
任
幹
事
は
次
の
各
氏
。

永
井
宏
尚
（
永
井
運
輸
）
▽

横
堀
歩
（
横
堀
商
事
運
輸
）
▽

天
沼
明
久
（
群
馬
天
沼
運
輸
）

▽
栗
原
肖
之
（
栗
原
急
送
）

▽
津
久
井
陸
王
（
サ
ン
ラ
イ
ズ

物
流
）
▽
高
野
朝
男
（
タ
カ
ノ

物
流
）
▽
諸
田
和
昌
（
諸
田
ト

ラ
フ
ィ
ッ
ク
）
▽
浅
貝
和
久

く
ゆ
う
）
の
両
氏
が
留
任
し
、

小
林
努
（
新
里
運
輸
）
、
鈴
木

誠
（
エ
ク
ス
プ
レ
ス
勝
運
）
の

両
氏
が
新
た
に
就
任
し
た
。

滝
澤
氏
は
「
今
年
は
群
馬
が

担
当
す
る
関
東
の
研
修
見
学
会

が
あ
る
。
一
人
で
は
何
も
で
き

な
い
。
皆
で
協
力
し
て
活
動
に

取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
、

「
困
っ
た
時
に
電
話
一
本
掛
け

る
こ
と
が
で
き
て
、
今
後
数
十

年
と
付
き
合
い
の
あ
る
横
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
場
に
で
き
た
ら
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

ま
た
、
１
期
２
年
を
務
め
退

任
し
た
大
河
原
部
会
長
（
48
、

ダ
イ
カ
ツ
運
送
）
は
「
『
２
０

２
４
年
問
題
』
や
人
手
不
足
な

群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年

部
会
（
大
河
原
守
行
部
会
長
）

は
４
月
24
日
の
幹
事
会
で
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行

い
、
滝
澤
将
司
副
部
会
長(

48


フ
レ
ン
ズ
運
送
）
の
部
会
長
昇

格
を
決
め
た
。
副
部
会
長
は
川

島
和
幸(

三
蔵)

小
池
宏
明(
た

運
賃
値
上
げ
Ｅ
Ｓ
向
上
へ

／／

東
ト
協
／

多
摩
支
部
ロ
ジ
研

全
役
員
の
留
任
決
め
る

三
組
織
で
合
同
研
修

ト
ー
レ
イ
輸
送

土
屋
体
制
３
期
目
女
性
部

「
運
賃
値
上
げ
の
達
成
は
ま

だ
少
数
。
改
善
を
継
続
し
よ

う
」
と
松
本
部
長

「
活
動
を
強
化
し
た
い
」
と

土
屋
部
長

配
送･

保
管
網
拡
充
が
奏
功

小野運送店同
業
者
の
仕
事
引
き
継
ぎ

廃
業

受
け

小
野
運
送
店
（
小
野
正
彦
社
長
、
東
京
都
品
川
区
）
は
売
上
高
営
業
利
益
率

10
％
を
維
持
し
て
い
る
。
同
社
は
主
に
関
東
地
方
で
拠
点
整
備
に
注
力
し
て
お

り
、
現
在
は
同
地
方
で
11
拠
点
を
構
え
る
。
配
送
・
保
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
に
よ
る
「
面
」
の
強
み
を
生
か
し
、
往
復
の
積
載
率
向
上
や
受
け
ら
れ
る
仕

事
の
幅
を
広
げ
続
け
て
い
る
こ
と
が
奏
功
。
小
野
氏
が
社
長
に
就
任
し
た
18
年

前
と
比
べ
て
売
上
高
は
２
倍
（
２
０
２
４
年
６
月
期
は
約
46
億
円
の
見
込
み)



利
益
率
は
４
倍
に
増
や
し
て
い
る
。

（
高
橋
朋
宏
）

業
種
と
の
掛
け
合
わ
せ
で
、
我

々
も
一
緒
に
学
び
、
成
長
し
、

共
創
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。長

年
培
っ
て
き
た
倉
庫
、
運

送
の
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
深
化
・

高
度
化
し
、
異
業
種
と
の
共
創

で
新
た
な
価
値
と
新
た
な
事
業

を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

24
年
度
は
ま
ず
事
業
基
盤
を
強

化
し
、
現
場
視
点
で
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
開
発
、
ビ
ジ
ネ

ス
化
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始

動
な
ど
に
取
り
組
む
。
異
業
種

と
の
連
携
で
物
流
業
の
価
値
を

上
げ
れ
ば
、
優
秀
な
人
材
が
集

ま
り
、
我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
成

長
し
て
い
く
は
ず
だ
。

プ
ダ
ウ
ン
の
会
社
は
ど
う
し
て

も
ト
ッ
プ
の
力
量
に
依
存
し
て

し
ま
う
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
会
社
に
す
る
に

は
、
ト
ッ
プ
だ
け
で
な
く
社
員

が
勉
強
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て

成
長
す
る
こ
と
が
大
事
。
「
こ

の
会
社
に
来
た
ら
、
こ
ん
な
面

白
い
こ
と
が
で
き
る
」
と
思
え

る
会
社
に
し
た
い
。


ビ
ジ
ョ
ン
に
「
Ｂ
ｅ
ｙ

ｏ
ｎ
ｄ

Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

ｓ
」
を
掲
げ
る
。

明
る
く
豊
か
な
持
続
可
能
社

会
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を

目
指
し
て
い
く
。
社
会
課
題
の

解
決
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
枠

組
み
だ
け
で
は
難
し
い
。
製
造

業
、
行
政
、
金
融
、
新
技
術
を

持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
異

な
く
し
た
。


オ
ー
プ
ン
で
フ
ラ
ッ
ト

な
会
社
を
目
指
し
て
い
る
。

経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
ビ
ジ
ョ

ン
を
発
信
し
て
い
く
が
、
社
員

も
様
々
な
意
見
を
発
信
す
る
機

能
を
持
つ
こ
と
が
重
要
。
ト
ッ

フ
求
人
へ
の
応
募
も
増
加
。
今

春
に
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
志
望
す
る
高
卒
女

性
も
迎
え
入
れ
た
。

女
性
社
員
は
20
人
以
上
在

籍
。
働
き
や
す
い
職
場
と
す
る

た
め
、
主
に
女
性
社
員
の
意
見

を
取
り
入
れ
オ
フ
ィ
ス
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
フ
リ
ー
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
、
社
長
室
も

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含
め
週

休
２
日
制
に
し
て
い
る
。
加

え
て
、
時
間
外
労
働
に
頼
ら

な
い
給
与
体
系
と
す
る
こ
と

が
必
要
で
、
新
た
な
体
系
へ

の
移
行
を
進
め
て
い
る
。

既
に
成
果
が
出
て
お
り
、

こ
の
半
年
で
社
員
の
紹
介
に

よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
入
社
が

増
え
て
い
る
。
倉
庫
ス
タ
ッ

の
で
き
な
い
人
た
ち
と
会
い
、

行
く
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
に

行
け
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
と

な
っ
た
。


労
働
環
境
改
善
と
給
与

体
系
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

物
流
業
界
の
担
い
手
不
足
を

解
決
す
る
に
は
、
ま
ず
労
働
環

境
改
善
が
不
可
欠
。
４
月
に
ト

ラ
ッ
ク
運
送
部
門
の
会
社
を
合

併
し
て
70
人
規
模
に
な
っ
た


創
業
者
で
参
院
議
長
を

務
め
た
故
河
野
謙
三
氏
の
孫
に

当
た
る
。
４
月
で
社
長
就
任
か

ら
１
年
が
経
っ
た
。

大
学
卒
業
後
、
総
合
商
社
グ

ル
ー
プ
に
37
年
勤
務
し
、
そ
の

間
に
赴
任
・
訪
問
し
た
の
は
世

界
50
カ
国
超
。
海
外
イ
ン
フ
ラ

・
プ
ラ
ン
ト
系
の
仕
事
に
携
わ

っ
た
。
各
国
の
大
臣
ク
ラ
ス
の

要
人
な
ど
日
常
で
は
会
う
こ
と

湘
南
倉
庫
運
送
（
河
野
浩
平
社
長
、
神
奈
川
県
平
塚
市
）

は
２
０
２
４
年
、
創
業
75
周
年
を
迎
え
た
。
４
月
に
は
ト
ラ

ッ
ク
運
送
部
門
の
グ
ル
ー
プ
会
社
を
統
合
し
、
新
た
な
組
織

で
ス
タ
ー
ト
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
枠
組
み
を
超
え
、
持
続

可
能
社
会
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
目
指
す
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ

ｎ
ｄ

Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
河

野
社
長
（
61
）
に
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

（
吉
田
英
行
）

課題解決 異業種と共創
新たな価値 新たな事業

湘南倉庫運送社長

河野 浩平氏

配
送
・
保
管
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
に
よ
る

「
面
」
の
強
み

を
生
か
す

群ト協青年部会

滝澤氏が部会長昇格
横のつながりつくれる場に

栃ト協

ヘ
ル
メ
ッ
ト

個
寄
贈

自
転
車
通
学
の
高
校
生
へ

モ
デ
ル
校
10
校
の
代
表

者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
手

渡
す
石
塚
会
長
㊨

盛 運

Ｋ
Ｊ
Ｓ
東
京
日
本
語
学
校

Ｋ
Ｊ
Ｓ
東
京
日
本
語
学
校

５
期
生
21
人
が
入
学

支
部
長
に
川
島
氏
就
任
大
泉
支
部

入
学
生
と
穐
山
理
事
長

（
最
前
列
右
か
ら
４
人

目
）
ら

「
協
力
し
て
活
動
に
取
り
組

み
た
い
」
と
滝
澤
新
部
会
長

「
支
部
長
と
し
て
精
い
っ
ぱ

い
務
め
て
い
き
た
い
」
と
川

島
新
支
部
長

（
面
担

明
石
衛
）

８2024年(令和6年) 5 月14日(火曜日)第 3 種郵便物認可 関　　　東


